
（別紙３）

～ 令和7年3月14日

（対象者数） 11 （回答者数）
10

～ 令和7年3月14日

（対象者数） 4 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・さらに充実した支援が提供できるように職員が研修等に積

極的に参加するなど、専門知識を深めていく。

2

・金銭管理や衛生管理はもちろん、就労見学や体験の実施を

することで本人達の社会性においての課題や困りごとについ

て知る機会を増やしていき、適切な支援を実施していけるよ

うにする。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今後人員を増加をしていき、また作業を効率化していくこ

とで余力を増やし、新たな取り組みについて計画をしてい

く。

2

・今後人員を増加をしていき、また作業を効率化していくこ

とで余力を増やし、保護者同士の交流についてのイベント等

について計画をしていく。

3

・ご家庭に寄り添えるように個別支援に力をいれている。 ・子どもの特性に沿って、SSTやTEACCHを支援に取り入れ

て、本人はもちろん、ご家族の負担軽減を図る。

○事業所名 ぽ・ぴ～

○保護者評価実施期間
令和7年3月3日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年3月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・社会に出た時に困らないように、日常生活に即した支援を

行っている。

・社会生活で必要な事について、実際に経験したり疑似体験を

することで本人の困りごとを見つけ、解決できるように支援を

している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・新たな活動に対する取り組みがなかなか進んでいない。 ・新たな取り組みを実施していくための余力が今のところ持て

ていないため。

・保護者同士の交流の機会ができていない。 ・そういったイベントを計画する余力が今のところ持てていな

いため。

事業所における自己評価総括表公表


